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れわれ人間は、地球上で一番高等な動物、知能の高い動物であることに間違いありません。

けれども一番賢い動物かというと、私はそうは思わない。ある意味では一番愚かな動物では

ないか、とも思っています。(p2) 

 

の上で暮らしていると、木から木へ飛んだり、枝にぶら下がったりする必要があるから、距

離が確実に分かる必要がある。そのために目が顔の前にきて、両方の目で物を見る、つまり

両眼視することになる。ということは世界が立体的に見えるということです。(p3) 

 

園での生活はものすごくいいみたいに思うんですが、実は大変なことが起こるわけです。天

敵がいないので、数がどんどん増えていく。エサは充分あるから、あっという間に数が増え

て、自分で自分を苦しめることになるんです。敵は自分だ、ということなんです。(p4) 

 

 

類はもともと非常に矛盾した性質、つまり善と悪といった性質を内在させているわけですが、それはど

うやらサル類から受け継いできたらしいというふうに、私は考えているわけです。(p9) 
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 きょうはこういう席に呼ばれて、大変うれしく

思っています。ところが、いつもの通りとちりま

して、「霊長類における共存システムと進化」と

いうテーマで、スライドを見せてお話すると言っ

たらしいんですが、すっかり忘れていました。け

れども、与えられたテーマに沿ってお話します。 
 われわれ人間は、地球上で一番高等な動物、知

能の高い動物であることに間違いありません。け

れども一番賢い動物かというと、私はそうは思わ

ない。ある意味では一番愚かな動物ではないか、

とも思っています。このごろ人類の危機というこ

とが叫ばれていますが、私もそういう危ぐを抱い

ているわけです。人間が人間を滅ぼすという、愚

かなことをやりかけているからです。ネズミがネ

ズミを滅ぼすということは絶対にないわけで、そ

ういう意味では、ネズミの方が賢いと言えます。 
 さて、｢霊長類｣という言葉ですが、これはラテ

ン語のプリマーテスの訳です。プリマーテスのプ

リマは、プリマドンナのプリマです。動物界で一

番高等なもの、という意味でつけられた学名です。 
 ご存じのように、霊長の霊は霊魂の霊です。「人

間は万物の霊長である」という言葉をわれわれは

中学校ぐらいから使っていますが、いまの若い人

には妙な言葉らしい。京都大学には霊長類研究所

があるんですが、この霊長の長を、鳥と書く人が

圧倒的に多いんです。ひどいのは「冷鳥」と書い

たり、「冷蝶」と書いたりする。私の名刺を見て、

「京都大学には、幽霊の研究所があるんですか」

なんて言った人もいて、こっちは腰を抜かしそう

になったことがあります（笑）。 
 それはともかく、サル類とヒトを合わせて霊長

類といいます。つまり、ヒトはサルから進化して

きたんです。本当かな？と思われる方がいるでし

ょうが、科学的には間違いないと思います。 

人間は何故サルから生まれたのか？ 

 きょうお話しようと思っているのは、なぜサル

から人間のような高等な動物が生まれたのか？

別の見方をすると、オオカミなどは非常に高度な

社会を持っているんですが、なぜオオカミから人

間は生まれなかったのか？なぜシカやウマから

高等な動物が生まれなかったのか？という問題

です。 
 サルの一番の大きな特徴は、生活の仕方にあり

ます。サルは、森の中の木の上で暮らしているん

です。これを樹上生活者と言います。何でもない

ようなことですが、これは大変な出来事なんです。 
 地球上に哺乳類が生まれたのは、大体１億４～

5000 万年前と考えていいんですが、その頃は恐

竜たちがのさばっていた時代なんです。恐竜は爬

虫類ですが、この爬虫類はなかなかのヤツなんで

す。 
 動物学には「適応放散」という言葉があります。

地球上のいろいろな所に、棲み家を求めて放散し

て行って自分の生活の場所を見つけていく。また

それに合うように体を変えていく。これを｢適応

放散｣といいます。 
 例えばモグラは、地中に暮らせるように、大地

の下という妙な所に棲み家を作った動物です。目

はあまり必要でないから退化する。聴覚は非常に

優れているのに耳は小さくなる。毛は密になって

ブルブルと体をゆすれば土が飛んでしまう。手は

シャベルのようになる。こういうふうに生活に適

するように体を変えていきます。こういうことを

「適応した」と言います。 
 とにかく棲める所に動物たちは散らばっていっ

たわけですが、こういうことを成し遂げたのが爬

虫類です。海の中に首長竜がいたし、空を飛ぶ翼

竜もいたんです。爬虫類は自分の棲める所をうま

かわい まさを氏 1924 年生まれ、兵庫県出身。京都大学理学部動物学科で、今西綿司氏の門下生として霊長類研究

グループに参加し、とくにニホンザルの文化的側面を研究。宮崎県青島におけるイモ洗い行動の発見は有名。56 年、

犬山市の（財）日本モンキーセンター設立とともに移り住み、67 年京大教授。78 年から 82 年まで京大霊長類研究所

長、日本モンキーセンターの常務理事も兼任。89 年から日本モンキーセンター所長。90 年ＮＨＫ放送文化賞、紫紋褒

章を受賞。『ゴリラ探険記』『ニホンザルの生態』『森林がサルを生んだ』などの著書のほか、草山万兎(くさやま・まと)
の筆名による児童文学作品も多数。『少年動物記』は野間児童文芸推奨作品賞を受賞。 
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く開拓したんですが、一つだけ抜けたところがあ

ります。それが森林だったんです。爬虫類は森林

の木の上に棲むことができなかったんです。 
 大体 6500 万年前ぐらいで恐竜たちが滅びてし

まいました。そして、哺乳類の時代がきました。

哺乳類は、爬虫類が開拓した所に住み着いたわけ

です。ところが森が抜けている。この森に進出し

たのが霊長類、プリマーテスなのです。 
 
サルは木の上で発展進化した 

 これは大変な出来事です。哺乳類は生態学的に

言うと、爬虫類が開拓した所をみんなもらったう

え、一つだけ抜けていた森を占領した。一番新し

い開拓者がサルです。そういう意味では、サルは

哺乳類の中で出発点から異端者であった、と言う

ことができます。 
 森林に棲むといっても二つあって、一つは森の

中の大地、林床に棲んでいる動物は結構いるんで

す。現在でも、森林ゾウとか、森林バッファロー

とか、いろいろな有蹄類、小型の肉食獣などが棲

んでいます。しかし、木の上に住んでいるのはほ

とんどサルなんです。もちろんリスとかネズミの

仲間はいますが、リスは齧歯類の仲間です。齧歯

類は全体として地上に住んでいます。 
 サルはサル全体として木の上に棲み、木の上で

発展し進化した哺乳類です。木の上の生活にうま

く適応するため自分の体を変えていきます。大き

な変化が起こったのは、手と目です。 
 
三次元の世界で暮らす 

 脊椎動物の目は普通、顔の両側にあります。そ

れは敵を防ぐためなんです。ウマは後ろも見える

んですが、大体片目で見ているわけで、両目で見

える部分は狭くなります。けれどもサルだけは顔

の前面に２つ並んだわけです。これは｢距離が分

かる｣ということを意味します。片目では距離が

分からない。 
 木の上で暮らしていると、木から木へ飛んだり、

枝にぶら下がったりする必要があるから、距離が

確実に分かる必要がある。そのために目が顔の前

にきて、両方の目で物を見る、つまり両眼視する

ことになる。ということは世界が立体的に見える

ということです。 
 森に棲む大きな特徴は、３次元の世界にいる、

ということです。普通の動物たち、イヌでもゾウ

でも、人間も現在はそうですけれど、地面で暮ら

しています。これは２次元の世界に住んでいるわ

けです。ところがサル類は木の上にいますから、

もともと３次元の世界に棲む哺乳類ということ

になります。これも非常に大事なことです。 
 もう一つ面白いのは、同時に色が見えるように

なったことです。哺乳類はサル以外は全部色盲で

す。イヌもネコもウマも全部色盲で、あれは白黒

の世界です。闘牛の時に闘牛士がかっこよく出て

きて、赤いマントを振ると、牛が向かってきます。

赤い色に牛が興奮したとみんな思うのですが、実

は牛が見ているのは灰色なんです。目の前でマン

トを振るから興奮するわけで、あれは青でも黄色

でも何でもいい。赤い色を使っているのは、人間

を興奮させるためなんです（笑）。人間は色に意

味をつけます。赤は情熱とか血とかいうふうに、

意味づけをしますから、それを利用しているだけ

で、牛には色は関係ない。 
 色が見えるのは大変なことでして、われわれ人

間はそれで美の世界を持つようになったわけで

す。ちなみにチンパンジーは外界をどう見ている

のか、という研究報告が去年ぐらいに出ましたが、

人間が見ているのと同じように形も色も見てい

ます。 
 もう一つは、５本の指がバラバラに動いて物を

つかめるようになったことです。つまり、手と足

の機能が分化したことです。ゾウの手とか、ウマ

の手とは言いません。あれは前足、後ろ足、と言

います。ネコの手とは言いますが、ネコあたりに

なると手足の分化が機能的には起こっているわ

けです。けれども形態的には、手も足もあまり変

わりません。 
 ところがサルになると、手で物をつかむ。日本
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ザルでも本当に細かいものまでつまむことがで

きます。米粒ぐらい何ともない。われわれと変わ

りません。このように手の指がバラバラに動くよ

うになった。これは大変なことなんです。手の動

きが脳を刺激し、そして脳を大化させた１つの要

因になった、と言われています。いまその因果関

係を一生懸命調べていますが、この仮説は認めら

れているわけです。 
 これも余談ですが、年がいってから指の運動を

するのは、すごく大事なことです。年がいってか

らピアノを弾けと言いますが、あれはとても大事

なことです。 
 
サルは痔にならない！ 

 それからもう一つは、腰から上がいつでも立っ

ていることです。木の上で動く時は体が水平です

が、エサを食べる時は大体みんな坐っているわけ

です。坐っていることがとてもいいのは、腰から

上が立っているということです。私は姿勢テレメ

ーターというものを作って、サルの姿勢を調べた

ことがあります。そうすると 24 時間のうち 20 時

間前後は腰から上が立っています。 
 サルが人間になっていく最初のステップは、二

本足で立って歩くようになったことなのです。こ

れは、脳を大化させることに非常に大きく影響す

るわけです。だから歩くことは非常に大事なこと

です。歩くのをやめると、人間は退化します。 
 腰から上が立っていることは、二本足で立って

歩く準備をしているということです。われわれが

立っていることは大変な出来事なんです。脳が大

化するための一番大きな素地になるんですが、そ

のためにいくつか損もしているんです。 
 例えば循環系です。心臓が血を上下に送らなけ

ればならないというのは大変なことです。ウマだ

ったら水平に送ればいいんですが、人間は垂直に

送らなければならず、循環系に大変な負担がかか

る。 
 消化器をずっとぶら下げているのも胃下垂に

なるもとです。痔はサルにはありません。ネコに

もないですけど（笑）。これは最も人間らしい病

気で、痔を持っている方は自慢なさったらいいか

と思います。それから難産になったとか、いろい

ろな損なこともあるのですが、とにかく二本足で

立つ準備が森の中ですでにできていたというこ

とです。 
 
熱帯雨林は緑のビルディング 

 以上は形態学的な適応ですが、こんどは生態学

的な話をします。私は熱帯雨林で 10 年間研究を

してきたわけですが、森は非常に面白い所です。

サルの食べ物は木の実や果物、葉っぱ、花が主で

す。熱帯雨林の一番上は“緑の屋根”で、グラウ

ンあるいはキャノピーと言いますが、そこまで大

体 40 メートルあります。ビルで言うと 10 階ぐら

いです。そこに食べ物は無限と言っていいくらい

あるわけです。 
 それから、熱帯雨林で面白いことは、木の種類

がめちゃめちゃ多いことです。森を歩くと、見る

木、見る木がみんな違う。それくらい種類が多い。

日本の森に入ると、くぬぎとか、そこに椿が混じ

っているとか、大体同じ木に会います。熱帯雨林

ではそういうことがありません。 
 40 メートルぐらいの高さの森ですと、巨大高木

層、高木層、亜高木層、低木層、ブッシュという

ように大体５層か６層になっているんです。です

から熱帯雨林は、緑の６階建てのビルディングと

考えてもいい。さらに、そこにある食べ物が１階、

２階、３階、４階とみんな違います。ですから、

各階に違うメニューを揃えた、大きな緑の食糧ス

トアという感じなんです。食べ物は十分にあって

メニューも多彩だ、という所なんです。 
 
競争者も天敵もいないサル 

サルはそういうところに棲んでいる。普通は動

物たちには食べ物競争があるわけです。競争者が

必ずいる。例えばサバンナですとシマウマがいま

すが、草を食べる動物は他にもいるわけです。エ

ランドだとか、ヌーだとか、インパラだどか、ト



5 

ムソンガゼルだとか、いっぱいいて、草の競争を

しなければならない。 
ところがサルたちの競争相手はほとんどいな

いんです。鳥は木の実はわりに食べますけれど、

葉っぱを食べる鳥は殆どいません。あと昆虫たち

が競争相手になりますが、たいしたことはない。

ですから、競争者がないくらい少ないのです。 
そこへもってきて、天敵がほとんどいないんで

す。もちろん少しはいます。カンムリクマタカと

いう、サルを食べるクマタカがいます。空を飛ん

でいて、サルがいると降りてきて捕ったりします。

もちろんヒョウもいますが、ヒョウは数がとても

少なくて、サルを圧迫するほどではない。 
こう考えると、サルたちが生まれて進化してき

た熱帯雨林は楽園なんです。サルはそういう面白

い進化の土台を持っているのです。普通の動物た

ちは困難を乗り越えて進化する。例えばサバンナ

のカモシカ類は、チータとかライオンとかハイエ

ナとかリカオンとかワシとか、いつもたくさんの

天敵がいます。それから草をめぐっての競争もあ

ります。 
そういう困難に打ち勝つために特殊な方法を

考えるわけです。例えば、食べられないように、

猛烈に速く走れるように適応していくとか、同じ

草を食べていたらダメだから、ちゃんと草は食い

分けましょうとか、そういう協定を結ぶわけです。 
 
敵は自分だ･･･!? 

 ところがサルはそういうことをする必要がな

いんです。だから、こういう楽園での生活はもの

すごくいいみたいに思うんですが、実は大変なこ

とが起こるわけです。天敵がいないので、数がど

んどん増えていく。エサは充分あるから、あっと

いう間に数が増えて、自分で自分を苦しめること

になるんです。敵は自分だ、ということなんです。 
 そこでサルたちはいろいろな工夫をした。工夫

といっても何も考えてやっているわけではなく

て、長い進化の中での適応なんですけれども、ポ

ピュレーション（｢人口｣というのは人間の場合で

す。動物では｢ポピュレーション｣と言っていま

す）の自己調節をやっているんです。まず子供を

一回に１頭産むということです。ネズミでもシカ

でも複数産みます。ネズミやウサギは 6 頭から 10
頭も産みますが、サルたちは（ニホンザルも、タ

イワンザルも、アフリカのヒヒもそうですが）子

供は１頭です。これが”人口”制限の第一です。 
 
出産間隔をあける 

 もう一つは出産間隔をうんと長くする。１頭産

んだら次を産むまで長くあける、ということです

ね。サルは 200 種類もいますから、いちがいには

言えないのですが、ニホンザルですと大体２年か

３年おきです。チンパンジーはわれわれぐらいの

体だし、ゴリラはもっと大きいですね。そうする

とエサも多く必要なわけで、たくさん産んだらエ

サに困る。チンパンジーやゴリラは子供を産む間

隔が大体５年です。もちろん野生の場合です。（動

物園では人工的に子供を産むように工夫してい

ますから別です）。 
 チンパンジーは、たくさん子供を産んでいるみ

たいですが、１頭のメスが子供を育てるのは大体

４～５頭です。だからチンパンジーの群れを 20
年ぐらい見ていても、全体の数はあまり増えませ

ん。死亡率とうまく合うぐらいになっています。 
 どうしてそうなるのかと言うと、チンパンジー

は子供を生むと、赤ん坊が５歳近くになるまで乳

を飲ませているんです。ご存じのように授乳のホ

ルモンと性ホルモンは拮抗しますから、乳を飲ま

せている間は、性ホルモンは休止する。排卵活動

は起こらない。ですからその間は交尾しません。

そういうことで、５年ぐらいは産まないわけです。 
 ピグミーチンパンジーという、ちょっと小柄な、

ザイールの一部だけにいる特殊なチンパンジー

がいます。これは変なチンパンジーで、一種の性

的動物と言ってもいいぐらい、本当に朝から晩ま

で交尾しているんです。１歳になると交尾するチ

ンパンジーなんですが、これがものすごく不思議

なんです。それだけ交尾しているのに、子供は５
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年に１回ぐらいなんです。 
 このチンパンジーは子供を産むと、３～４年乳

を飲ませているんですが、１年足らずで交尾を開

始するんです。けれども、子供は生まれない。こ

ういう問題を解明すると避妊に役立つと言って

いるんですが、まだ理由は分かりません。こうい

う原則を破って子供を生んでいるのが人間で、こ

れは非常に下等な霊長類の中に入ると思います。

（笑） 
 それから、本来なら２年ぐらいかけて、胎内で

十分成長させてから産むのに、未熟児のまま産ん

でしまう。これを生理的早産といいます。高等な

サルになるほどその傾向が強くなる。人間がその

最たるもので、人間の赤ちゃんがサル並みに成長

して生まれようとすれば、大体２年間ぐらい胎内

にいる必要があるんです。それを１年で出してし

まう。 
 人間の赤ちゃんは、全く無能で何もできません

が、これは当たり前で、本来なら胎児でいるのに

早く出しちゃっているんです。サルたちは人間ほ

どではありませんが、早く子供を産み、幼弱な形

で生まれるわけです。 
 これは一方から言うと、幼児死亡率を高めるこ

とになります。幼児死亡率を高めるのは、人間に

すればまずいわけですが、サルは強いヤツだけ残

ってくれればいいんです。生まれた時に弱いヤツ

はむしろ死んだ方がいいんです。これは一つの自

然淘汰です。 
 
遅い成長で社会性を促進 

 それからもう一つ、できるだけ成長を遅くして

います。つまり、ネズミみたいに６か月で子供を

産むのは、かなわんわけです。ウサギも８か月ぐ

らいになると子供を産みます。ネズミやウサギは

食われる動物なので、とにかく産めよ増やせよ、

で対抗するわけです。ところがサルは逆に遅く産

む方がいい。ということでチンパンジーやゴリラ

のメスは１１歳ぐらいから産み始める。それまで

ゆっくり成長していく。 

 このようにしてポピュレーションの増大を防

いでいるわけですが、このことがサルの社会性を

促進したんです。つまり、成長期間が遅いことは、

親子関係が長く続く、兄弟ができて兄弟関係もう

まく続いていく、ということになります。それか

ら子供をたくさん産みませんから、お母さんが、

生まれた子供を大事に育てていく。ですからサル

の場合は、一種の少数精鋭主義です。少なく産ん

で大事に育てよう、そういうことをやるわけです。 
 いま言ったことは、すべてわれわれ人間にも当

てはまることです。一産一子は同じですが、人間

はサル達よりも成長速度をもっと緩やかにして

いるんです。人間になっていく素地はサルの中に

ちゃんとできていた、ということなんです。 
 もう一つ大切な問題があります。先ほど、サル

には天敵がいないと言いました。実際はいないの

ではなくて、｢ほとんどいない｣ということなんで

すが、サルを本当に脅かしているのは病気なんで

す。 
 生態学的な研究は大変少ないんですけれども、

サルの病気は非常に多いだろうと予測できます。

人間とサルの病気はほとんど同じで、互換性があ

ります。われわれ人間の病気はサルにうつるし、

サルの病気は人間にうつる。ですから流感がはや

ると、野猿公園のニホンザルは風邪にかかる。く

しゃみをし、鼻水を出し、熱を出します。時には

肺炎になって死にます。結核とか、赤痢とかもお

互いにうつります。サルから怖い病気もうつって

くるわけで、有名なのは黄熱病。これはもともと

はサルの病気なんです。 
 私もサル特有の病気に、熱帯雨林でかかりまし

た。まだ治癒したと医者から判定をもらっていな

いんですが、医者も困るわけです。サルの病気に

かかってきたわけですから（笑）。日本で初めて

の患者らしくて、学界で発表したようです。医学

には貢献したと思っていますが・・・。 
 横道になりますが、サルは医学・薬学の実験動

物として非常に貢献しています。一番有名なのは、

ポリオのワクチン。昔は実験動物はネズミとかウ
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サギとかモルモットでした。しかし、イヌもネコ

も人間の小児まひのウイルスは全くうつりませ

ん。サルにだけは感染するわけです。タンザニア

でチンパンジーの群れに、村の人間から小児まひ

がうつって、十数頭のチンパンジーが死んだとい

う出来事がありました。ということで、小児まひ

の研究をサルを使って初めてできたわけです。 
 
病気が支えた霊長類の進化 

 はしかや寄生虫もそうですが、これは非常に大

事な意味をもっているわけです。普通病気は、個

人にとっても非常に困ることです。サルにとって

も個体々々には非常に困ることですが、ポピュレ

ーションがものすごく大きくなったら、全体が死

ぬわけです。そういうことが起こらないようにだ

れがやってくるのかというと、一つは病気です。

つまり、群れ全体、もっと大きくは種全体をある

程度のポピュレーションで存続していく役割を

果たしているのが病気だ、という見方ができるわ

けです。 
 ですから病気は、個体にとっては困った存在で

はあるけれど、霊長類の種全体をうまく生かして

いくことには役立っている、ということが言える

と思います。もしサルに病気がなかったら、おそ

らく霊長類はとっくに滅びていたでしょう。霊長

類の進化を支えてくれた陰の大きな役者は病気

だ、と言えると思います。 
 これは現在の状況を考えてもやっぱり大事な

ことです。人間の歴史を考えるうえでも大事なこ

とです。確かに病気で大量の人が死ぬのは非常に

悲劇的なことです。人類は病気を滅ぼすことに必

死になってきたわけで、現在それはほぼ達成しそ

うになっているわけです。同じ病気でも、がんや

脳出血など、年がいってから起こる病気は別問題

です。特にがんとか脳出血は、細菌や寄生虫にや

られる病気ではないんです。細菌とか寄生虫にや

られる病気については、人類はほぼ退治したわけ

です。 
 この結果、地球上の人口、特に途上国の人口が

非常に増えつつあります。医療援助は大事なこと

です。けれども、病気はそもそも個体にとっては

因るし、悪い存在ですが、種全体を生かすために

はそれなりの役割をちゃんと果たしてきたとい

うことはいつも考えておく必要があるだろう。特

にこういう人口爆発している時における、医学の

問題に非常にかかわっていくんだと思います。 
 もちろん、医療援助はすれば良いと思います。

けれども、そのためにただ命が延びて人口が増え

ることになれば、かえって途上国の人は困るばか

りです。人口増に見合うだけの食糧の生産をやる

とか、教育活動を盛んにして産児制限をうまくさ

せるとか、そういうことを考えないで、ただ医療

援助をするだけでは非常にまずいことになる、と

いう感じがします。 
 
棲み分けを破って混群 

 それからもう一つ、サルには面白い特徴があり

ます。それは、森の中に 10 種類とか 15 種類のサ

ルが住んでいることです。全然別の種類のサルで

す。これらがどういうふうに住んでいるかという

と、先ほど言ったように森は緑のビルディングで

す。その中の６階、５階、４階、あるいは１階と、

大体住む場所を変えているんです。これは今西綿

司博士の言う、｢棲み分け｣です。これは動物社会

の普通の姿です。うまくすみ分けてあまり喧嘩を

しないようにしましょう。お互いにじゃまをしな

いようにしましょう。これは動物の棲み分けの原

理です。 
 ところがサル達はこのすみ分けの原理を破っ

ているんです。というのは、５階と３階と２階に

いるサルは全然違った種類なんです。名前を言っ

てもややこしいから詳しくは言いませんけど、例

えばアカオザルとか、ブルーモンキーとか、クチ

ヒゲグエノンとか、そういう違った種類の群れが

あります。大体群れは 30 頭ぐらいです。この３

つの種類が一緒になることがあるんです。そして

ひとつの群れを作ります。こういうのを｢混群｣と

言っています。そうして生活しているんです。そ
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れでまた４～５日すると、５階、３階、２階に分

かれる。あるいは、３階と２階と１階のサルが一

緒になって群れを作る。こういうことをやるわけ

です。 
 これは非常に不思議なことでして、私たちも大

変悩んだんです。つまり、サバンナで言うと、ラ

イオンとチータとハイエナが仲良く暮らしてい

る、というようなことなんです。シマウマとトム

ソンガゼルとエランドが一緒の群れを作って歩

いて、また別れてしまう、ということです。そう

いうことは普通はあり得ない。しかしサルではそ

ういうことが起こっているんです。 
 
資源の共同利用と防衛分担も 

 何でこういうことをするんだろうと、随分調べ

てみました。そうすると、一緒になることによっ

てお互いの利益を交換するということをやって

いることが分かりました。というのは、熱帯雨林

には食糧がいっぱいあると言いましたが、これは

ちょっと言い過ぎでして、実は毒のあるものが随

分多いんです。葉に毒がある、木の実に毒がある、

といったものが多いんです。 
 ６階のヤツは６階のことを良く知っているわ

けで、これは毒だと知っています。ところが６階

のヤツが３階に降りて来たらちょっと分からな

い。６階と３階が一緒になるということは、３階

に降りてきたときには、６階のヤツは３階のヤツ

が食べるものを見て食べればいいわけです。逆に

は６階に行ったときは、３階のヤツがまねをすれ

ばよい。それで、食べ物をうまく共通利用する。

つまり、資源を独占しないで共通に利用しましょ

う、ということをやっているわけです。 
 もう一つは｢防衛｣です。敵を防ぐ。サルには天

敵がいないと言いましたが、多少はいるわけです。

例えばヒョウとか、ジェネットとかいう肉食の動

物や人間がいます。こういう天敵については、１

階とか２階のヤツが良く知っているわけです。非

常に早く見つけるわけです。ところが６階のヤツ

はあまり知らない。６階のヤツが下に降りてきた

ときは、１階、２階のヤツが防衛分担しているわ

けです。 
 警戒音を出すわけで、そうするとみんな逃げる

んです。１階のヤツが６階に行くと、カンムリク

マタカをはじめとする空からの猛禽類について

は、６階のヤツが良く知っているわけです。１階

のヤツは知りません。そういうふうにうまく防衛

を分担しているんです。 
 資源を共同利用しよう、防衛を分担しよう、と

いうような共存システムを作っていることが分

かってきました。これは非常に不思議なことです。

つまり霊長類は、もともと違った種類がお互いに

喧嘩するんではなくて、共同で暮らしていく、そ

ういう知恵を持っている動物なんです。ここが大

変大事なことです。これは霊長類の進化を考える

うえで大事なことです。 
 
ローレンツの三原則 

 普通進化の大きな原因は「競争」です。ダーウ

ィンの唱えた競争原理であり、自然淘汰です。極

端な言い方をすると、生存に有利なものが残って、

不利なものは滅びていく。それがお互いの競争だ、

というのが進化の一般的な考え方です。しかしそ

うではなくて、協調し合っていこうという考え方

がサルの世界を作っているわけです。 
 これは、草食獣的な原理をうまく利用している

んだと思うんです。サルは大体植物ばかり食べて

います。サバンナの草食獣はみんな集まり合って

仲良く暮らす。あまり喧嘩はしない。そういう共

同とか、親和性とか連帯性とか、ということを基

調に暮らしているのは大体草食獣です。 
 草食獣に対して肉食獣があります。ライオンと

かハイエナとかチータです。これは動物を食べる

ことによって生きている、という連中です。別に

悪いことではないけれども、そういうことをしな

ければ生きられない、そういう動物達がいます。

これは非常に攻撃性が強いんです。あるいは残虐

性という性質まで持っています。ライオンとかハ

イエナになると、自分の仲間を殺し、食べること
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だってあるんです。これは動物界では非常に異例

のことです。 
 かつてノーベル賞をもらった行動生物学者の

ローレンツがこう言いました。「動物の社会は、

みんなが考えているのとは違うんだ。基本的には、

相手を傷つけない、殺さない、まして自分の仲間

を絶対食わない。これが三原則だ」。大体の動物

にこの三原則が当てはまると思います。 
 
 ところがこの三原則を破っているのが、集団を

作る肉食獣です。肉食獣の中でも一頭一頭で暮ら

している連中は、そういうことがあまりありませ

ん。集団を作る肉食獣というのは、ライオンとか

ハイエナとかリカオンですが、こういう連中は自

分の仲間を殺したり、食べたりするんです。 
 ところが、実はサルでもこういうことが起こっ

ているんです。子殺しで有名になっているインド

のハヌマンラングールは、自分の仲間を殺すわけ

です。チンパンジーになると、群れが対立する。

境界線ですごい争いをして、相手を殺すことがあ

る。子供を殺すことがある。また、子供を食べる

こともある。 
 違った群れ同士が喧嘩する時は本当に猛烈で、

しかも見るに耐えない残虐なことをします。はい

つくばっている上に乗ってどんどん踏みまくる。

足を持って引きずりまわす。殴る、噛むと、もの

すごいことをやります。実はサルはこういう恐ろ

しい性質も持っている。これは全く肉食獣の性質

であります。 
 だから、霊長類は、草食獣的な性質と肉食獣的

な性質を両方持っている動物だということがで

きるんです。一般的には穏やかで、みんな仲良く

し、共同し共存していきましょう、という草食獣

的な性質の方が強いんですが、一方では肉食獣的

な性質もある。本当に時々ですけれども、仲間を

殺す、食べることさえある。そういう恐ろしい性

質も持っている。だから両方の性質を持った、動

物として進化してきたんです。 
 

｢食う・食われる関係｣を持ち込む 

 肉食獣的な性質はどこからくるのかというと、

普通動物たちが住んでいる生態系の中では食

う・食われる関係が必ずあるわけです。これによ

ってお互いのポピュレーションをうまく保って

いる。例えばライオンがカモシカを食べる。これ

は悪いことではなくてカモシカは適当に食べて

もらわないと、増えてしまいます。食うヤツがい

るからこそカモシカは適当なポピュレーション

が保てるんです。 
 この食う・食われる関係をサルたちは自分の世

界に持ち込んだ、というふうに解釈できるんです。

サルが進化して人間になった。大体 500 万年ぐら

い前に人間が生まれたと考えられます。サルたち

が育んできた草食獣的な非常に穏和で平和な性

質と、肉食獣的な非常に攻撃的あるいは残虐的な

性質、あるいは権力と支配との関係、こういうも

のを人間は増幅してきた。つまり自らの中に食

う・食われる関係を作っていったと思うわけです。 
 
農耕開始で一変した関係 

 人類の歴史をいま話す時間はありませんが、そ

の中で大変な革命が起こります。いくつかあるわ

けですが、その中の一つは、ちょうど１万２００

０年前ぐらいに起こるわけです。それは農耕と牧

畜が始まったことです。農耕と牧畜が始まるのは

最近のことで、それまでは狩猟採集の生活です。

だから人類の歴史を 500 万年とすると、そのうち

499 万年は狩猟採集の生活です。 
 農耕、牧畜が始まって、人類は新しい生産手段

を取り入れたわけです。そうすると次第に富の蓄

積が起こり、富をめぐっての争い、権力と支配、

支配と服従という関係が起こってきます。つまり

人間自らの社会の中に食う・食われる関係を作っ

た。これの大きいものが戦争ということになるの

ではないかと思います。人類はもともと非常に矛

盾した性質、つまり善と悪といった性質を内在さ

せているわけですが、それはどうやらサル類から

受け継いできたらしいというふうに、私は考えて
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いるわけです。 
 サルから受け継いできた草食獣的な性質、穏や

かで仲良くして連帯性を高めていく、そういう性

質をもう一度振り返って、うまく育てていくこと

が必要だと思うわけです。先ほど、狩猟採集の生

活と言いました。499 万年ぐらいは狩猟採集の生

活でした。このころはかなり草食獣的な性質が優

勢だったと思います。 
現在地球上にはまだ狩猟採集をしている人達が

残っています。ピグミー族とか、ブッシュマンと

か、エスキモーとか、オーストラリアのアボリジ

ニなどが残っています。こういう人達の生活をよ

く調べてみると、対等と平等を基調にした穏やか

な生活をしています。そういう社会が狩猟採集の

生活だった。それが農耕牧畜が始まってから一変

した、ということなんです。現在、非常に高度な

文明社会になって、ここでもまた、人類の危機と

いった大きな革命期を迎えていると思います。い

い方向に向かわなければならないと考えるわけ

です。大きな問題をしゃべったので、分かりにく

かった点もあると思いますし、疑問もお持ちにな

ったと思いますが、一応これで終わらせていただ

きます。 
文責・編集部 

 


